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Ⅰ．令和２年度道路関係補正予算（第３次）配分方針

１．一般公共事業

「国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総合経済対策」（令和２

年１２月８日閣議決定）に基づき、「ポストコロナに向けた経済構造の転換

・好循環の実現」、「防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確

保」について、所要の経費が計上されたところである。

配分に当たっては、追加の趣旨を十分踏まえ、以下の事業について、

地域の実情や地方公共団体の要望等を勘案しつつ、重点的かつ効率的

な配分を行うこととする。

（１）ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現

○サプライチェーンの強靱化や物流の生産性向上に資する道路ネットワーク

の整備等の推進

（２）防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保

○災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策

○道路インフラの局所的な防災・減災対策

○道路インフラに係る老朽化対策

○３次元モデルやカメラ画像等を活用したインフラの整備、管理などデジタル

化の推進

２．国庫債務負担行為（ゼロ国債）

公共事業の円滑かつ効率的な執行を図るため、事業の平準化を推進

することとし、特に、積雪寒冷地域等地域の状況に十分配慮して配分を

行うこととする。
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Ⅱ．令和２年度道路関係補正予算（第３次）配分総括表

（注）事業費ベース

※防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保は、全額が「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速

化対策」に係る事業費。

※この他に、調査費がある。

※この他に、防災・安全交付金（国費4,246億円）及び社会資本整備総合交付金（国費1,157億円）があり、地方の

要望に応じて道路整備に充てることができる。

※この他に、平常時、災害時問わず物流機能を担う運送事業者に対し、ETC2.0の普及を促進しつつ、物流コスト

を低減し、経営体質の強化により生産性向上を図るため、大口・多頻度割引の最大割引率を40％から50％に拡

充する措置の延長（令和４年３月末まで）を実施するための経費（国費78億円）を計上している。

※この他に、高速道路通行者の利便性向上のため、地方公共団体での確認手続等が必要な割引手続について、

マイナンバーカードを活用した手続の効率化等に向けた調査を実施するための経費（国費2億円）を計上している。

Ⅲ．事業別概要

計数は直轄及び補助の事業費であり、この他に調査費と地方の要望に応じて道路整備※に充てる

ことができる防災・安全交付金及び社会資本整備総合交付金がある。

※自転車通行空間の整備を含む

○ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現

・サプライチェーンの強靱化や物流の生産性向上に資する道路

ネットワークの整備等の推進 29,240百万円

迅速かつ円滑な物流・人流の確保に向けて、地方を支える産業等の生

産性向上に寄与するミッシングリンクや、空港・港湾など広域交通拠点との

アクセス道路等の重点整備等を推進。

○防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保

・災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策

241,916百万円

災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能を確保するため、高規格道路のミ

ッシングリンクの解消及び高規格道路と代替機能を発揮する直轄国道とのダブル

ネットワークの強化等を実施。

※この他、財政投融資（5,000億円）を活用し、暫定２車線区間における４車線化を実施。

[総事業費] （単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

直轄事業 20,200 0 20,200 169,200 74,100 243,300 189,400 74,100 263,500 45,506 36,894 82,400 234,906 110,994 345,900

補助事業 9,040 0 9,040 201,014 0 201,014 210,054 0 210,054 9,839 0 9,839 219,893 0 219,893

合 計 29,240 0 29,240 370,214 74,100 444,314 399,454 74,100 473,554 55,345 36,894 92,239 454,799 110,994 565,793

合　　　計
区 分

ポストコロナに向けた経済
構造の転換・好循環の実現

防災・減災、国土強靱化の
推進など安全・安心の確保

小　　　計
国庫債務負担行為
（ゼロ国債）
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・道路インフラの局所的な防災・減災対策 90,677百万円

橋梁や道路の流失、土砂災害、電柱倒壊等による道路の通行止めのリ

スク解消や津波や洪水からの避難場所確保のため、河川に隣接する道路

構造物等の流失防止対策や法面・盛土対策、無電柱化、高架区間等を活

用した避難施設の整備を実施。

・道路インフラに係る老朽化対策 107,021百万円

予防保全型インフラメンテナンスへの転換を図るため、道路インフラにつ

いて、早期に対策が必要な施設の修繕等を集中的に実施。

・３次元モデルやカメラ画像等を活用したインフラの整備、管理など

デジタル化の推進 4,700百万円

国土強靱化に関する施策のデジタル化を推進するため、ＩＴ等を活用し

た道路管理体制の強化対策等を実施。
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Ⅳ．都道府県別等配分額

[直轄事業]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

190     -       190     24,911  21,681  46,592  25,101  21,681  46,782  

1,180   -       1,180   6,920   10,397  17,317  8,100   10,397  18,497  

2,400   -       2,400   11,819  7,217   19,036  14,219  7,217   21,436  

-       -       -       13,880  5,295   19,175  13,880  5,295   19,175  

7,295   -       7,295   29,705  10,724  40,429  37,000  10,724  47,724  

5,800   -       5,800   35,300  4,458   39,758  41,100  4,458   45,558  

280     -       280     6,120   3,567   9,687   6,400   3,567   9,967   

-       -       -       10,300  3,036   13,336  10,300  3,036   13,336  

3,055   -       3,055   30,245  7,523   37,768  33,300  7,523   40,823  

-       -       -       -       202     202     -       202     202     

20,200  -       20,200  169,200 74,100  243,300 189,400 74,100  263,500 

（注）事業費ベース
※防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保は、全額が「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に係る事業費。
※この他に、調査費がある。
※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。

小　　　計

沖 縄 総 合 事 務 局

北 陸 地 方 整 備 局

北 海 道 開 発 局

東 北 地 方 整 備 局

防災・減災、国土強靱化の推進な
ど安全・安心の確保

合 計

区分
ポストコロナに向けた経済構造の
転換・好循環の実現

四 国 地 方 整 備 局

九 州 地 方 整 備 局

中 部 地 方 整 備 局

近 畿 地 方 整 備 局

中 国 地 方 整 備 局

関 東 地 方 整 備 局
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（単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

16,406  13,614  30,020  41,507  35,295  76,802  

5,500   2,870   8,370   13,600  13,267  26,867  

1,900   3,273   5,173   16,119  10,490  26,609  

2,100   2,190   4,290   15,980  7,485   23,465  

5,500   2,260   7,760   42,500  12,984  55,484  

6,000   4,508   10,508  47,100  8,966   56,066  

1,240   2,035   3,275   7,640   5,602   13,242  

1,500   2,550   4,050   11,800  5,586   17,386  

4,800   3,294   8,094   38,100  10,817  48,917  

560     300     860     560     502     1,062   

45,506  36,894  82,400  234,906 110,994 345,900 

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合　　　計
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[補助事業]

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

- - - 13,746 - 13,746 13,746 - 13,746 

- - - 12,758 - 12,758 12,758 - 12,758 

- - - 2,967 - 2,967 2,967 - 2,967 

890 - 890 2,927 - 2,927 3,817 - 3,817 

800 - 800 2,693 - 2,693 3,493 - 3,493 

- - - 6,799 - 6,799 6,799 - 6,799 

- - - 3,897 - 3,897 3,897 - 3,897 

- - - 717 - 717 717 - 717 

- - - 2,656 - 2,656 2,656 - 2,656 

- - - 156 - 156 156 - 156 

- - - 2,838 - 2,838 2,838 - 2,838 

50 - 50 2,768 - 2,768 2,818 - 2,818 

- - - 6,278 - 6,278 6,278 - 6,278 

- - - 1,958 - 1,958 1,958 - 1,958 

- - - 5,916 - 5,916 5,916 - 5,916 

- - - 2,799 - 2,799 2,799 - 2,799 

50 - 50 1,698 - 1,698 1,748 - 1,748 

370 - 370 2,864 - 2,864 3,234 - 3,234 

1,180 - 1,180 2,857 - 2,857 4,037 - 4,037 

- - - 6,456 - 6,456 6,456 - 6,456 

593 - 593 5,487 - 5,487 6,080 - 6,080 

755 - 755 3,754 - 3,754 4,509 - 4,509 

- - - 2,788 - 2,788 2,788 - 2,788 

- - - 4,003 - 4,003 4,003 - 4,003 

- - - 4,800 - 4,800 4,800 - 4,800 

- - - 4,525 - 4,525 4,525 - 4,525 

- - - 14,539 - 14,539 14,539 - 14,539 

- - - 12,918 - 12,918 12,918 - 12,918 

- - - 2,010 - 2,010 2,010 - 2,010 

- - - 629 - 629 629 - 629 

- - - 2,760 - 2,760 2,760 - 2,760 

- - - 775 - 775 775 - 775 

- - - 1,670 - 1,670 1,670 - 1,670 

- - - 3,046 - 3,046 3,046 - 3,046 

310 - 310 2,090 - 2,090 2,400 - 2,400 

- - - 3,391 - 3,391 3,391 - 3,391 

870 - 870 1,013 - 1,013 1,883 - 1,883 

20 - 20 2,121 - 2,121 2,141 - 2,141 

- - - 1,973 - 1,973 1,973 - 1,973 

446 - 446 5,283 - 5,283 5,729 - 5,729 

- - - 3,822 - 3,822 3,822 - 3,822 

2,331 - 2,331 9,784 - 9,784 12,115 - 12,115 

- - - 6,979 - 6,979 6,979 - 6,979 

- - - 5,187 - 5,187 5,187 - 5,187 

- - - 2,306 - 2,306 2,306 - 2,306 

375 - 375 6,336 - 6,336 6,711 - 6,711 

- - - 1,280 - 1,280 1,280 - 1,280 

9,040 - 9,040 201,014 - 201,014 210,054 - 210,054 

（注）事業費ベース
※防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保は、全額が「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」
に係る事業費。
※この他に、防災・安全交付金（国費4,264億円）及び社会資本整備総合交付金（国費1,157億円）があり、地方の要望に応じて道路整備に
充てることができる。
※四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。

区分
ポストコロナに向けた経済構造の
転換・好循環の実現

防災・減災、国土強靱化の推進な
ど安全・安心の確保

小　　　計

宮 崎 県

鹿 児 島 県

沖 縄 県

合 計

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県
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（単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

705 - 705 14,451 - 14,451 

415 - 415 13,173 - 13,173 

500 - 500 3,467 - 3,467 

- - - 3,817 - 3,817 

305 - 305 3,798 - 3,798 

- - - 6,799 - 6,799 

159 - 159 4,056 - 4,056 

- - - 717 - 717 

- - - 2,656 - 2,656 

170 - 170 326 - 326 

566 - 566 3,404 - 3,404 

- - - 2,818 - 2,818 

- - - 6,278 - 6,278 

- - - 1,958 - 1,958 

- - - 5,916 - 5,916 

- - - 2,799 - 2,799 

200 - 200 1,948 - 1,948 

- - - 3,234 - 3,234 

- - - 4,037 - 4,037 

- - - 6,456 - 6,456 

690 - 690 6,770 - 6,770 

60 - 60 4,569 - 4,569 

600 - 600 3,388 - 3,388 

- - - 4,003 - 4,003 

300 - 300 5,100 - 5,100 

- - - 4,525 - 4,525 

1,500 - 1,500 16,039 - 16,039 

- - - 12,918 - 12,918 

- - - 2,010 - 2,010 

- - - 629 - 629 

500 - 500 3,260 - 3,260 

160 - 160 935 - 935 

60 - 60 1,730 - 1,730 

- - - 3,046 - 3,046 

- - - 2,400 - 2,400 

- - - 3,391 - 3,391 

- - - 1,883 - 1,883 

- - - 2,141 - 2,141 

- - - 1,973 - 1,973 

20 - 20 5,749 - 5,749 

100 - 100 3,922 - 3,922 

700 - 700 12,815 - 12,815 

760 - 760 7,739 - 7,739 

250 - 250 5,437 - 5,437 

- - - 2,306 - 2,306 

289 - 289 7,000 - 7,000 

830 - 830 2,110 - 2,110 

9,839 - 9,839 219,893 - 219,893 

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

合　　　計
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Ⅴ．配分箇所の具体事例

１．「ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現」

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円 ）

（サプライチェーンの強靱化や物流の生産性向上に資する道路ネットワークや港湾の整備等の推進）

兵庫県 大阪湾岸
おおさかわんがん

道路西伸部
せいしんぶ

5,000 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（神戸
こうべ

市） 一般国道２号 ・事業延長：14.5km

大阪湾岸
おおさかわんがん

道路西伸部
せいしんぶ

・補正予算（追加額）投入効果

（六甲
ろっこう

アイランド北
きた

～駒栄
こまえ

）

（注）事業費ベースで作成。

　迅速かつ円滑な物流・人流を確保する

ため、補正予算の充当により、国道２号

大阪湾岸
おおさかわんがん

道路西伸部
せいしんぶ

（六甲
ろっこう

アイランド北
きた

～駒栄
こまえ

）の橋梁下部工事等を推進するこ

とで、サプライチェーンの強靱化や物流

の生産性向上に資する道路ネットワーク

の整備を推進。
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２．「防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保」

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

（災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策）

三重県 近畿自動車道紀勢線
きせいせん

2,200 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（熊野
くまの

市） 一般国道４２号 ・事業延長：6.7km

熊野
くまの

道路 ・補正予算（追加額）投入効果

（道路インフラの局所的な防災・減災対策）

東京都 一般国道２０号 250 ・事業内容：無電柱化

（府中
ふちゅう

市） 　若松町
わかまつちょう

・事業延長：2.2km

　　電線共同溝 ・補正予算（追加額）投入効果

徳島県 一般国道５５号 230 ・事業内容：河川隣接

（牟岐町
むぎちょう

） 徳島５５号維持管理 ・事業延長：0.03km

・補正予算（追加額）投入効果

　災害時においても速やかに緊急車両や

一般車両の通行を確保するため、補正予

算の充当により、国道４２号熊野
くまの

道路の

改良工事、橋梁下部工事等を実施するこ

とで、道路ネットワークの機能強化を推

進。

　電柱倒壊による道路の通行止めのリス

クを解消するため、補正予算の充当によ

り、国道２０号若松町
わかまつちょう

電線共同溝の本体

工事を推進することで、市街地の緊急輸

送道路であり、災害時において調布
ちょうふ

ＩＣ

～指定避難場所等へのアクセスに重要な

区間における無電柱化を推進。

　橋梁や道路の流失等による道路の通行

止めのリスクを解消するため、補正予算

の充当により、国道５５号海部
かいふ

郡牟岐町
むぎちょう

河内
こうち

地区において、護岸工等の洗堀・流

失対策工事を実施することで、河川に隣

接する道路構造物の流失防止対策を推

進。
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都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

石川県 主要地方道 50 ・事業内容：法面対策

（穴水町
あなみずまち

～志賀
し か

町
まち

）  輪島
わじま

富来
と ぎ

線 ・事業延長：0.7km

（穴水町
あなみずまちおおかくま

大角間～志賀町
し か ま ち

今田
いまだ

） ・補正予算（追加額）投入効果

沖縄県 一般国道３３１号 60 ・事業内容：高台避難

（豊見城
とみぐすく

市） 沖縄３３１号維持管理 ・補正予算（追加額）投入効果

（道路インフラに係る老朽化対策）

広島県 一般国道１８５号 380 ・事業内容：舗装修繕

（呉
くれ

市） 広島１８５号維持管理 ・事業延長：0.6km

・補正予算（追加額）投入効果

　土砂災害等による道路の通行止めのリ

スクを解消するため、補正予算の充当に

より、主要地方道輪島
わじま

富来
と ぎ

線において、

法枠工事を実施することで、道路法面・

盛土対策を推進。

　津波や洪水からの緊急避難場所を確保

するため、補正予算の充当により、国道

３３１号豊見城
とみぐすく

市豊崎
とよさき

地区において、避

難階段等の整備を実施することで、高架

区間等を活用した避難施設の整備を推

進。

　予防保全型インフラメンテナンスへの

転換を図るため、補正予算の充当によ

り、国道１８５号呉
くれ

市安浦
やすうら

地区におい

て、コンクリート舗装打換え工事等を実

施することで、早期に対策が必要な道路

施設の老朽化対策を集中的に実施。
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都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

宮城県 宮城県 682 ・事業内容：道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ事業

宮城県橋梁長寿命化計画 ・事業延長：134m

（主要地方道丸山
まるやま

霊山
りょうぜん

線丸森
まるもり

橋
ばし

） ・補正予算（追加額）投入効果

（３次元モデルやカメラ画像等を活用したインフラ整備、管理などデジタル化の推進）

宮城県 一般国道４５号 156 ・事業内容：CCTVカメラ設置

宮城４５号交通安全対策 ・補正予算（追加額）投入効果

　緊急輸送道路（１次）のうち緊急通行

車両の通行の確保の観点から重要な路線

（区間）でCCTVカメラが必要な区間のう

ち、特に交通集中が予想される区間や、

既存CCTVが近傍にない区間等にCCTVカメ

ラを設置し、道路管理体制を強化。

　補正予算の充当により、早期に対策が

必要な丸森橋
まるもりばし

などの修繕工事等を推進す

ることで、予防保全型メンテナンスへの

早期転換を図る。
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（ゼロ国債）

都道府県名 箇所名 配分額 事  業  概  要

（百万円） 

秋田県 東北中央自動車道 250 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（湯沢
ゆざわ

市） 一般国道１３号 ・事業延長：3.7km

横堀
よこほり

道路 ・補正予算（ゼロ国債）投入効果

石川県 一般国道１５９号 69 ・事業内容：交差点改良

（かほく市） 遠塚
とおづか

～秋浜
あきはま

交差点改良 ・事業延長：1.8km

・補正予算（ゼロ国債）投入効果

新潟県 上越
じょうえつうおぬまちいきしんこう

魚沼地域振興 200 ・事業内容：幹線道路ﾈｯﾄﾜｰｸ整備

（上越
じょうえつ

市） 快速
かいそく

道路 ・事業延長：9.4km

一般国道２５３号 ・補正予算（ゼロ国債）投入効果

 三和
さんわ

安塚
やすづか

道路

　補正予算（ゼロ国債）の充当により、

積雪寒冷地である桑崎
くわがさき

地区の改良工事の

早期発注が可能となり、冬期期間を避け

た施工を行うことで、令和７年度の開通

がより確実になる。

　補正予算（ゼロ国債）の充当により、

積雪寒冷地である遠塚
とおづか

～秋浜
あきはま

地区の改良

工事の早期発注が可能となり、冬期期間

を避けた施工を行うことで着実な事業進

捗を図る。

　補正予算（ゼロ国債）の充当により、

積雪寒冷地である上越市
じょうえつ

三和
さんわ

区本郷
ほんごう

地区

の改良工事等の早期発注が可能となり、

冬期期間を避けた施工を行うことで、着

実に事業進捗をはかる。
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参
考
資
料
配
分
箇
所
の
具
体
事
例
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ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・
好
循
環
の
実
現

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
や
物
流
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
港
湾
の
整
備
等
の
推
進

・
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
一
般
国
道
２
号
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
～
駒
栄
）

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保

災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
対
策

・
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
一
般
国
道
４
２
号
熊
野
道
路

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策

・
一
般
国
道
２
０
号
若
松
町
電
線
共
同
溝

・
一
般
国
道
５
５
号
徳
島
５
５
号
維
持
管
理

・
主
要
地
方
道
輪
島
富
来
線
（
穴
水
町
大
角
間
～
志
賀
町
今
田
）

・
一
般
国
道
３
３
１
号
沖
縄
３
３
１
号
維
持
管
理

道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽
化
対
策

・
一
般
国
道
１
８
５
号
広
島
１
８
５
号
維
持
管
理

・
宮
城
県
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
（
主
要
地
方
道
丸
山
霊
山
線
丸
森
橋
）

３
次
元
モ
デ
ル
や
カ
メ
ラ
画
像
等
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
管
理
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

・
ＩＴ
を
活
用
し
た
道
路
管
理
体
制
の
強
化
対
策

・
・
・
別
紙
１

お
お
さ
か
わ
ん
が
ん

せ
い
し
ん
ぶ

ろ
っ
こ
う

き
た
こ
ま
え

き
せ
い
せ
ん

く
ま
の

わ
か
ま
つ
ち
ょ
う

・
・
・
別
紙
２

・
・
・
別
紙
３

・
・
・
別
紙
４

・
・
・
別
紙
５

・
・
・
別
紙
６

・
・
・
別
紙
７

・
・
・
別
紙
８

・
・
・
別
紙
９

わ
じ
ま
と
ぎ

あ
な
み
ず
ま
ち
お
お
か
く
ま

し
か
ま
ち
い
ま
だ

お
お
さ
か
わ
ん
が
ん

せ
い
し
ん
ぶ

ま
る
や
ま
り
ょ
う
ぜ
ん
ま
る
も
り
ば
し
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■
関
西
2
府
4
県
の
輸
出
額
の

約
3
割
を
占
め
る
関
西
国
際
空
港

(2
0
1
7
年
)

○
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
の
整
備
に
よ
り
、
関
西
国
際
空
港
と
阪
神

臨
海
部
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
同
空
港
の
輸
出
で
約
３
割
を
占
め
、

増
加
す
る
「
半
導
体
等
電
子
部
品
」の
物
流
効
率
化
に
寄
与
。

【
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・
好
循
環
の
実
現
】
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
や
物
流
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
や
港
湾
の
整
備
等
の
推
進

一
般
国
道
２
号
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
～
駒
栄
）

直
轄
【
道
路
】

《
位
置
図
》

兵
庫
県

大
阪
府

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部

《
諸
元
等
》

事
業
区
間
：
兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
向
洋
町
東

～
同
市
長
田
区
西
尻
池
町

延
長
：
１
４
．
５
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費
:
５
，
０
０
０
億
円

Ｒ
２
補
正
：
５
０
．
０
億
円
（
事
業
費
）

こ
う
べ
ひ
が
し
な
だ
こ
う
よ
う
ち
ょ
う
ひ
が
し

な
が
た
に
し
し
り
い
け
ち
ょ
う

○
迅
速
か
つ
円
滑
な
物
流
・人
流
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
２
号
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
～

駒
栄
）
の
橋
梁
下
部
工
事
等
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
や
物
流
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
を
推
進
。

お
お
さ
か
わ
ん
が
ん

ろ
っ
こ
う

き
た

こ
ま
え

お
お
さ
か

ろ
っ
こ
う

き
た

は
ん
し
ん

か
ん
さ
い

お
お
さ
か
わ
ん
が
ん

せ
い
し
ん
ぶ

こ
ま
え

せ
い
し
ん
ぶ

わ
ん
が
ん

せ
い
し
ん
ぶ

《
効
果
》

■
関
西
国
際
空
港
に
お
け
る
輸
出
額

出
典
）
大
阪
税
関
資
料
よ
り

輸
出
額 京
橋
ラ
ン
プ
付
近

■
混
雑
す
る
阪
神
高
速
3
号
神
戸
線

出
典
）
貿
易
統
計
よ
り
作
成

1
6
.6
兆
円

そ
の
他

3
4
.0
%

関 西 国 際 空 港

《
平
面
図
》

図
上
の
メ
ッ
シ
ュ
単
位
は
1
㎞
で
あ
り
、
そ
の
エ
リ
ア
の
製
造
品
出
荷
額
等
分
布
※
を
示
す
。

※
製
造
品
出
荷
額
等
分
布
：平
成
2
2年
工
業
統
計
（
一
般
財
団
法
人
経
済
産
業
調
査
会
）

製
造
品
出
荷
額
等
凡
例

半
導
体
等
電
子
部
品
製
造
拠
点

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部

至
岡
山

至
大
阪

重
要
港
湾

東
播
磨
港

関
西
国
際
空
港

国
際
戦
略
港
湾
神
戸
港
神
戸
空
港

阪
神
臨
海
部
～
関
西
国
際
空
港
へ
の

輸
送
ル
ー
ト

阪
神
臨
海
部

は
ん
し
ん

は
ん
し
ん

か
ん
さ
い

(億
円
)

別
紙
１
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《
位
置
図
》

《
効
果
》

《
諸
元
等
》

《
効
果
》

事
業
区
間
：
三
重
県
熊
野
市
大
泊
町

～
熊
野
市
久
生
屋
町

延
長
：
６
．
７
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費
：
２
７
０
億
円

R
  2
補
正
：
２
２
．
０
億
円
（
事
業
費
）

○
災
害
時
に
お
い
て
も
速
や
か
に
緊
急
車
両
や
一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
４
２
号
熊
野
道
路
の

改
良
工
事
、
橋
梁
下
部
工
事
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
推
進
。

く
ま
の

南
伊
勢
町

紀
北
町

熊
野
市

御
浜
町

紀
宝
町

尾
鷲
市

42

31
1

42
5

31
1

30
9

42
2

26
0

熊
野
尾
鷲
道
路
（
Ⅱ
期
）

延
長
5
.4
km

令
和
3
年
夏
頃
開
通
予
定

紀
宝
熊
野
道
路

延
長
15
.6
km

事
業
中

熊
野
道
路

延
長
6.
7k
m

事
業
中

高
規
格
幹
線
道
路

国
道
4
2
号

東
紀
州
地
域
（
尾
鷲
市
、
紀
北
町
、

熊
野
市
、
御
浜
町
、
紀
宝
町
）

熊
野
尾
鷲
道
路
（
Ⅱ
期
）
・

未
開
通

熊
野
道
路
・
紀
宝
熊
野
道
路

津
波
に
よ
る
浸
水
想
定
箇
所

く
ま
の
お
わ
せ

熊
野
尾
鷲
道
路

延
長
18
.6
km

開
通
済

《
平
面
図
》

イ
メ
ー
ジ
図

※
出
典
：
地
震
被
害
想
定
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
（
H

26
.3
三
重
県
防
災
対
策
本
部
）

紀
勢
線
計
画
高
（1
1
～
2
6
m
）

最
大
津
波
高
（
3
～
1
1
.7
m
）※

国
道
4
2
号
現
道
高
（
3
～
3
3
m
）

熊
野
尾
鷲
道
路
（
Ⅱ
期
）

熊
野
道
路

紀
宝
熊
野
道
路

く
ま
の
お
お
ど
ま
り

く
ま
の

く
し
や

く
ま
の
お
わ
せ

く
ま
の

き
ほ
う
く
ま
の

三
重
県

熊
野
道
路

42

熊
野
市

御
浜
町

熊
野
大
泊
ＩＣ

熊
野
ＩＣ
（
仮
称
）

熊
野
市
役
所

熊
野
道
路

熊
野
市
内
の
津
波
浸

水
想
定
区
域
を
回
避

（
熊
野
市
：
4
箇
所
）

東
紀
州
（
紀
南
）

広
域
防
災
拠
点

整
備
前
は
、
緊
急

輸
送
道
路
が
津
波

浸
水
想
定
区
域
を

通
過

至
紀
宝
町

至
尾
鷲
市

く
ま
の
お
お
ど
ま
り

く
ま
の

凡
例

：
津
波
に
よ
る
浸
水
想
定
箇
所

：
津
波
浸
水
想
定
区
域

：
整
備
前
の
緊
急
輸
送
道
路

：
整
備
後
に
想
定
さ
れ
る

緊
急
輸
送
道
路

く
ま
の

○
熊
野
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
を
回
避
す
る

緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
機
能
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
推
進
。

く
ま
の

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・安
心
の
確
保
】災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
対
策

一
般
国
道
４
２
号
熊
野
道
路

く
ま
の

直
轄
【
道
路
】
別
紙
２

ち
ょ
う

ち
ょ
う
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【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・安
心
の
確
保
】道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・減
災
対
策
（無
電
柱
化
の
推
進
）

一
般
国
道
２
０
号
若
松
町
電
線
共
同
溝

〇
電
柱
倒
壊
に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
の
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
２
０
号
若
松
町
電
線
共
同
溝

の
本
体
工
事
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
街
地
の
緊
急
輸
送
道
路
で
あ
り
、
災
害
時
に
お
い
て
調
布
ＩＣ
～
指
定
避
難
場
所
等
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
重
要
な
区
間
に
お
け
る
無
電
柱
化
を
推
進
。

わ
か
ま
つ
ち
ょ
う

ち
ょ
う
ふ

わ
か
ま
つ
ち
ょ
う

事
業
区
間
：
東
京
都
府
中
市
白
糸
台
一
丁
目

～
府
中
市
若
松
町
一
丁
目

延
長
：
２
.２
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費
：
１
９
億
円

Ｒ
２
補
正
：
２
.５
億
円
（
事
業
費
）

≪
平
面
図
≫

≪
現
地
状
況
写
真
≫

≪
諸
元
等
≫

ふ
ち
ゅ
う

し
ら
い
と
だ
い

≪
位
置
図
≫

ふ
ち
ゅ
う
わ
か
ま
つ
ち
ょ
う

≪
標
準
横
断
図
≫

都
立
府
中
工
業
高
等
学
校

（
指
定
避
難
場
所
）

若
松
町
電
線
共
同
溝

延
長
２
．
２
km
（
上
下
）

終 ） 府 中 市 若 松 町

事
業
中

整
備
済

至
調
布
市

至
日
野
市

写
真

至
）
調
布
市

至
）
日
野
市若
松
小
学
校

（
指
定
避
難
場
所
）

府
中
第
二
中
学
校

（
指
定
避
難
場
所
）

多
磨
霊
園

（
広
域
避
難
場
所
）

指
定
避
難
場
所

わ
か
ま
つ
ち
ょ
う

ち
ょ
う
ふ

ひ
の

調
布

IC
ち
ょ
う
ふ

ち
ょ
う
ふ

ひ
の

起 ） 府 中 市 白 糸 台

ふ ち ゅ う し し ら い と だ い

ふ ち ゅ う し わ か ま つ ち ょ う

東
京
都

一
般
国
道
２
０
号

若
松
町
電
線
共
同
溝

直
轄
【
道
路
】
別
紙
３
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○
一
般
国
道
５
５
号
は
、
徳
島
県
徳
島
市
を
起
点
と
し
高
知
県
高
知
市
に
至
る
全
長
約
２
３
２
ｋ
ｍ
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、

第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

○
橋
梁
や
道
路
の
流
失
等
に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
の
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
５
５
号

海
部
郡
牟
岐
町
河
内
地
区
に
お
い
て
、
護
岸
工
等
の
洗
堀
・
流
失
対
策
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
河
川
に
隣
接
す
る
道
路

構
造
物
の
流
失
防
止
対
策
を
推
進

【
配
分
箇
所
の
代
表
事
例
】 《
諸
元
等
》

事
業
区
間
：
海
部
郡
牟
岐
町
河
内
地
区

延
長
：
Ｌ
＝
０
．
０
３
ｋ
ｍ

《
位
置
図
》

《
平
面
図
》

《
現
状
》

Ｒ
２
補
正
：
徳
島
５
５
号
維
持
管
理
２
．
３
億
円
（
事
業
費
）

徳
島
県
海
部
郡
牟
岐
町

1:0
.5

As

大
型
土
の
う

天
端
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
(
2
t
用
)

と
く
し
ま

こ
う
ち

至 高 知

至
徳
島

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

か
い
ふ

む
ぎ
ち
ょ
う
こ
う
ち

か
い
ふ

む
ぎ
ち
ょ
う
こ
う
ち

対
策
箇
所

全
景

護
岸
の
洗
掘
状
況

国
道

55
号

道
路
の
洗
掘
・
流
失
対
策

（
根
固
め
工
等
）

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・安
心
の
確
保
】道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・減
災
対
策
（河
川
隣
接
構
造
物
の
流
失
防
止
対
策
）

一
般
国
道
５
５
号
徳
島
５
５
号
維
持
管
理

直
轄
【
道
路
】
別
紙
４
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【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・安
心
の
確
保
】道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・減
災
対
策
（道
路
法
面
・盛
土
対
策
）

（
主
）
輪
島
富
来
線
（
穴
水
町
大
角
間
～
志
賀
町
今
田
）

○
土
砂
災
害
等
に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
の
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
主
要
地
方
道
輪
島
富
来
線
の
法
枠
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
道
路
法
面
・
盛
土
対
策
を
推
進
。

○
主
要
地
方
道
輪
島
富
来
線
は
、
第
３
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
さ
れ
、

地
域
の
産
業
や
住
民
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
大
規
模
地
震
等
の
災

害
発
生
時
に
、
沿
岸
部
の
津
波
浸
水
時
に
お
け
る
代
替
路
線
と
し
て
、

救
命
活
動
や
支
援
物
資
輸
送
を
担
う
道
路
。

○
砂
防
事
業
と
連
携
し
て
効
率
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
海
側

の
津
波
浸
水
時
に
お
い
て
も
、
代
替
路
に
よ
り
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
確
保
さ
れ
、
広
域
迂
回
時
と
比
較
し
、
約
３
割
の
時
間
短
縮

効
果
が
図
ら
れ
る
。

《
位
置
図
》

《
平
面
図
》

《
効
果
》

《
諸
元
等
》

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

《
現
地
状
況
写
真
》

事
業
区
間
：
石
川
県
穴
水
町
大
角
間

～
志
賀
町
今
田

事
業
主
体
：
石
川
県

延
長
：
０
．
７
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費
：
４
．
８
億
円

R
  
2
補
正
：
０
．
５
億
円
（
事
業
費
）

対
策
箇
所

対
策
箇
所

・
モ
ル
タ
ル
吹
付
の
剥
離

・
法
面
の
風
化

【
富
来
中
心
地
～
門
前
中
心
地
】

緊
急
１
次
ル
ー
ト
2
3
km
（
津
波
浸
水
に
よ
り
通
行
不
可
）

代
替
路

3
2
km
（
約
４
０
分
）

広
域
迂
回
ル
ー
ト
4
7
km
（
約
６
０
分
）
約
３
割
の
時
間
短
縮

あ
な
み
ず
ま
ち
お
お
か
く
ま

し
か
ま
ち
い
ま
だ

わ
じ
ま

わ
じ
ま

法
枠
工

わ
じ
ま補
助
【
道
路
】
別
紙
５

と
ぎ

と
ぎ

あ
な
み
ず
ま
ち
お
お
か
く
ま

し
か
ま
ち
い
ま
だ

２
４
９

E
41

【
国
道

24
9号
】

第
１
次
緊
急
輸
送
道
路

【
（
主
）
輪
島
富
来
線
】

第
３
次
緊
急
輸
送
道
路

津
波
浸
水

想
定
箇
所

×

広
域
迂
回
路

凡
例

事
業
箇
所

砂
防
事
業
箇
所

【
（
主
）
輪
島
富
来
線
】

中
平
地
す
べ
り

防
止
区
域

道
路
事
業

対
策
箇
所

門
前
中
心
地

富
来
中
心
地

と
ぎ

と
ぎ

も
ん
ぜ
ん
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○
一
般
国
道
３
３
１
号
は
、
沖
縄
県
那
覇
市
を
起
点
と
し
同
県
大
宜
味
村
に
至
る
全
長
約
１
５
３
ｋ
ｍ
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、

第
二
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

○
津
波
や
洪
水
か
ら
の
緊
急
避
難
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
３
３
１
号
豊
見
城
市
豊
崎
地
区
に

お
い
て
、
避
難
階
段
等
の
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
高
架
区
間
等
を
活
用
し
た
避
難
施
設
の
整
備
を
推
進

【
配
分
箇
所
の
代
表
事
例
】

《
諸
元
等
》

事
業
区
間
：
豊
見
城
市
豊
崎
地
区

整
備
内
容
：
避
難
階
段
整
備

《
位
置
図
》

《
現
状
》

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

Ｒ
２
補
正
：
国
道
３
３
１
号
維
持
管
理
０
．
６
億
円
（
事
業
費
）

至
那
覇
市

至
南
城
市

豊
見
城
市
豊
崎
地
区

な
は

お
お
ぎ
み
そ
ん

と
み
ぐ
す
く
と
よ
さ
き

階
段
整
備
箇
所

33
1

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
】
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な
防
災
・
減
災
対
策
（
高
架
区
間
等
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
活
用
）

一
般
国
道
３
３
１
号
沖
縄
３
３
１
号
維
持
管
理

直
轄
【
道
路
】
別
紙
６

と
み
ぐ
す
く
と
よ
さ
き

階
段
整
備
箇
所
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○
一
般
国
道
１
８
５
号
は
、
広
島
県
呉
市
を
起
点
と
し
広
島
県
三
原
市
に
至
る
全
長
約
７
０
ｋ
ｍ
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
第
一

次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

○
予
防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
国
道
１
８
５
号
呉
市
安
浦
地
区
に

お
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
打
換
え
工
事
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
早
期
に
対
策
が
必
要
な
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
集
中

的
に
実
施
。

《
諸
元
等
》

事
業
区
間
：
広
島
県
呉
市
安
浦
地
区

延
長
：
０
．
６
４
ｋ
ｍ

《
位
置
図
》

《
現
状
》

《
対
策
イ
メ
ー
ジ
》

Ｒ
２
補
正
：
広
島
１
８
５
号
維
持
管
理
３
．
８
億
円
（
事
業
費
）

【
配
分
箇
所
の
代
表
事
例
】

N

呉
市
安
浦
地
区

広
島
県

N
至
三
原

至
呉

《
平
面
図
》

対
策
箇
所

わ
だ
ち
掘
れ
状
況

全
景

く
れ
や
す
う
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

採
取
し
た
コ
ア

（
亀
裂
が
基
層
ま
で
進
行
）

く
れ

く
れ
や
す
う
ら

み
は
ら

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・安
心
の
確
保
】道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽
化
対
策

一
般
国
道
１
８
５
号
広
島
１
８
５
号
維
持
管
理

直
轄
【
道
路
】
別
紙
７
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○
（
主
）
丸
森
霊
山
線
丸
森
橋
は
１
９
２
９
年
（
橋
齢
９
１
年
）
の
架
橋
か
ら
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
早
期
に
措
置
を
講
ず
べ
き

状
態
（
判
定
区
分
Ⅲ
）
と
な
っ
て
い
る
。

○
補
正
予
算
の
充
当
に
よ
り
、
早
期
に
対
策
が
必
要
な
丸
森
橋
な
ど
の
修
繕
工
事
等
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
予
防
保
全
型
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
へ
の
早
期
転
換
を
図
る
。

《
平
面
図
》

《
事
業
箇
所
》

《
位
置
図
》

《
現
状
状
況
写
真
》

丸
森
橋

○
事
業
箇
所
：

○
架
設
年
次
：

〇
判
定
区
分
：

○
路
線
名
：

○
所
在
地
：《
代
表
箇
所
》

丸
森
橋
（
橋
長
：
１
３
４
ｍ
）

１
９
２
９
年

Ⅲ
（
平
成
２
７
年
度
）

（
主
）
丸
森
霊
山
線

宮
城
県
丸
森
町

ま
る
も
り
ば
し

ま
る
も
り
ま
ち

ま
る
も
り
ば
し

《
長
寿
命
化
修
繕
計
画
》

〇
計
画
の
名
称

：
宮
城
県
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

〇
事
業
主
体
：
宮
城
県

○
R
2
補
正
：
６
．
８
億
円
（
事
業
費
）

ま
る
も
り
り
ょ
う
ぜ
ん

全
景

床
版
の
鉄
筋
露
出

宮
城
県

山
形
県

福
島
県

岩
手
県

丸
森
橋

（
主
）
丸 森 霊 山 線

ま
る
も
り
ば
し

横
桁
の
腐
食

ま
る
も
り
り
ょ
う
ぜ
ん

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・安
心
の
確
保
】道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽
化
対
策

（
主
）
丸
森
霊
山
線
丸
森
橋
（
宮
城
県
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
）

補
助
【
道
路
】
別
紙
８

ま
る
も
り
り
ょ
う
ぜ
ん

ま
る
も
り
ば
し
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45

○
国
土
交
通
省
は
、
道
路
管
理
を
目
的
と
し
た

C
C

TV
カ
メ
ラ
を
全
国
に
約

15
,0

00
台
設
置
済
み

○
今
回
、
緊
急
輸
送
道
路
（
１
次
）
の
う
ち
緊
急
通
行
車
両
の
通
行
の
確
保
の
観
点
か
ら
重
要
な
路
線
（
区
間
）
で

C
C

TV
カ
メ
ラ
が

必
要
な
区
間
の
う
ち
、
特
に
交
通
集
中
が
予
想
さ
れ
る
区
間
や
、
既
存

C
C

TV
が
近
傍
に
な
い
区
間
等
に

C
C

TV
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
等
、
道
路
管
理
体
制
を
強
化

《
配
分
箇
所
の
具
体
事
例
（
C

C
TV
カ
メ
ラ
の
増
設
）
》

【
諸
元
等
】

事
業
区
間
：
国
道
４
５
号
沿
線

【
位
置
図
】

【
Ｒ
２
補
正
】

宮
城
４
５
号
交
通
安
全
対
策
：１
．
６
億
円
（事
業
費
）

《
実
施
内
容
（
例
）
》

新
規
設
置
＞

【
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
】
３
次
元
モ
デ
ル
や
カ
メ
ラ
画
像
等
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
管
理
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

IT
を
活
用
し
た
道
路
管
理
体
制
の
強
化
対
策

直
轄
【
道
路
】
別
紙
９

宮
城
県

E
4
5

E
4 E
6

E
4
8

45

新
規
設
置
＞

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
の
設
置
例

【
AI
を
活
用
し
た
交
通
障
害
自
動
検
知
】

停
止
車
両
を検
知

Ａ
Ｉ技
術
に
よ
る
画
像
解
析
技
術
を
用
い
た
交
通
障
害
検
知

シ
ス
テ
ム
の
導
入

医
療
施
設
等
の
付
近
や
他
の
枝
路
線
が
接
続
す
る
箇
所
な
ど

災
害
発
生
時
に
交
通
集
中
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
に
増
設

【
C

C
TV
カ
メ
ラ
の
増
設
】

設
置
箇
所
イ
メ
ー
ジ

検
知
イ
メ
ー
ジ
（
悪
天
候
時
）

検
知
イ
メ
ー
ジ
（
ト
ン
ネ
ル
内
）

停
止
車
両
を検
知
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